
〜ワーク＆ライフ・デザイン教育プログラム〜

第⼗回

⽂部科学省
令和2年度「次世代のライフプランニング教育推進事業」
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1. イントロ

2. 振り返りワーク・10年後なりたい姿ワーク

3. 課題解決ワーク

4. プレゼンテーション講座

5. 次回について

本⽇のプログラム
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振り返りワーク
10年後なりたい姿ワーク
〜学びで得た気づきを共有する〜
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キャリアについて

性にまつわる固定概念
社会にある意識

ジェンダーについて

４つのLキャリアの概念
ワークとライフのデザイン
社会⼈インタビュー

両⽴について

成⻑と関わり
⾏動と背景

歴史的背景
⼦育ての価値観変化

⼦どもについて

なりたい姿ワーク
強みワーク

⾃分について

両⽴されている家庭
⼦どもとの共通体験

両⽴家庭の実習
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●プログラムの前後で
イメージが変わったこと
素敵だな〜
こんな⼯夫いいな〜
もっとこうならいいのにな︖疑問

（５個）
• 仕事・働く環境
• 結婚・⼦ども
• 住まい・地域環境
• プライベート

体験気づき
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体験気づき

6

記⼊：15分 ⽬標：5個

仕事

体験前の
イメージ

体験後の
イメージ
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体験気づき

7

共有して新たに気付いた点があれば加えよう

共有：6分

ブレイクアウト
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体験を通して、10年後の理想は変化したかな︖

体験気づき

記⼊：10分

統合の視点で
記⼊しよう

必ず中央は記⼊
してください
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体験を通して、10年後の理想は変化したかな︖

体験気づき

記⼊：10分

統合の視点で
記⼊しよう

必ず中央は記⼊
してください
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課題解決ワーク
〜プレゼンテーマを設定〜
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10年後の理想の姿を実現するための
私の第⼀歩は

というテーマでプレゼンを実施

課題解決プログラム



Copyright © Kanagawa University & Sourire. All Rights Reserved.

〜社会のなりたい姿〜

なりたい姿

現状
Action

Action

Action

Action

Action

ＧＡＰ
【課題】

課題は「なりたい姿に近づくための『チャンス』」
⇒ビジネスプランは、課題を解決するための『アクション』

体験したことで課題感を持ち、
なりたい姿に近づくための⼀歩を実践

アイディア

ヒアリングで明確化

⽬標
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考え⽅のステップ

体験を通して
⼤変だな、疑問だ
なと感じたこと

原因はなに︖
こんな社会に
なったら良いなと
妄想する

どんな
やり⽅があるか
考えてみる
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プレゼンテーマ設定

14

個⼈ワーク

記⼊：8分
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プレゼンテーマ設定

15

個⼈ワーク

共有：5分

ブレイクアウト
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プレゼンテーマ設定

16

個⼈ワーク

記⼊：8分
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プレゼンテーマ設定

17

個⼈ワーク

共有：5分

ブレイクアウト
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プレゼンテーマ設定

18

【共有】10年後の理想の姿を実現するための

①課題は︖︓具体的に課題だと感じた事実

②課題背景︓課題に感じた事実の裏に何がある︖

③ビジョンの提⽰︓理想の姿

④解決策の提⽰︓どうやって理想に近づけるのか

さらにアイディアを深めたり、情報収集しよう︕
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プレゼン フォーマット
スライドの⾊や写真は⾃由に作成してください。



学部︓
学年︓
名前︓

最終プレゼン



＜講義での印象に残った具体的体験＞
●〜〜〜〜

●〜〜〜〜

具体的な体験

＜社会⼈ヒアリングでの印象に残った具体的体験＞
●〜〜〜〜

●〜〜〜〜

＜ご家庭実習での印象に残った具体的体験＞
●〜〜〜〜

●〜〜〜〜



仕事
【Before】 【After】

インターンを経て、変化したこと・個⼈の気づき

愛・家族

学習

余暇・地域

仕事

愛・家族

学習

余暇・地域



私の10年後の姿

10年後

仕事
どんな仕事︖
働き⽅は︖
どんな⼈と働いている︖

愛・家族
結婚している︖
⼦どもは︖
パートナーとの関係は︖

学習
どんな⼒を伸ばしたい︖
趣味は︖

余暇・地域
友達との関係は︖
週末は何をしている︖
どんな地域で⽣活している︖



実際に体験して感じた「１０年後の理想の姿は」



◎課題だなと感じたところ

実際に体験して感じた
「私の１０年後の理想の姿を実現するため」

◎課題の背景は︖

課題の設定

課題の深考



26

課題の深考
００００データ ００００より

58%

23%

10%

9%

19%

000の増加

このことから課題背景は・・・・oooooだと考えらる

ヒント︕
すごろくで使⽤した
データ集なども参考に

必要であればデータで
⽰す



課題を解決するために考えられる⽅策（アイディア）

アイディアを実施するための私ができる⼩さな⼀歩の宣⾔

授業の感想を⼀⾔
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プレゼン講座
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プレゼンテーション講座

29

プレゼン≠報告
＜プレゼンの最終⽬的＞

相⼿に「伝わり、⾏動してもらうこと」
「伝える」裏に「⾏動」がひもづいている

明確に⾏動を提⽰することで、
相⼿の⾏動を促す

プレゼン≠伝わる
＜伝わるとは︖＞

相⼿に「利益になる・興味がある」と
思ってもらわなければ聴いてもらえない

相⼿のニーズに応えて始めて、
聴いてもらうことができ、

⾏動に繋がる

＜今回の⽬的＞
⾃分への協⼒者や情報を求める︕

＜今回の聞き⼿のニーズ＞
将来にたいして協⼒できる

ことがないか︖
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最終プレゼンテーション会のニーズとは

【期待すること】
「授業・実習を体感した学⽣⾃⾝の考え」

・実体験に基づいた課題
・状況が分かりやすいか

・課題を解決する提案になっているか︖
・実現したら、どんな社会になっているか︖
・当事者意識を持った提案になっているか︖

【聴き⼿】
受講⽣＆先⽣

皆さんの未来に⼀歩踏み出す姿がわかる
プレゼンに期待がされています
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最終プレゼンの構成チェック
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最終プレゼンの構成

1:課題の共有

2:現状の状況（データ・ヒアリング）

3:課題を解決する提案内容

4:提案を実現することで達成できる社会

5:実現までに必要なもの・スケジュール
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• 最後に・・・・

提案に対して、今の⾃分ができる⾏動
（スモールステップ）を必ず⼊れてください

33
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次回について
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最終プレゼンまでのスケジュール

＜プレゼンテーションについて＞
0⽉0⽇（0） 0名
0⽉0⽇（0） 0名

【内容】
個⼈プレゼンテーション

個別にプレゼンテーション作成

0⽉0⽇（0）まで 000000に提出
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最終プレゼンの構成

個⼈
プレゼン
5分/⼈

発表順は◯◯の順番です︕
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1. プレゼンテーション

2. 学⽣アイディアについてディスカッション＆全体共有

3. 00より講評

次回のプログラム

【最終プレゼンテーション】
０⽉０⽇（０）0:00~
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THANK	YOU	
FOR
YOUR

LISTENING


